
鯨
鯉繍撫麟

竺
醐

}叢

二
重

挽
論

r
我

か
國
民
所
得

の
地
方
別
研
究

マ
ル
ク
ス
氏
飲
剰
償
他
説

の
評
論
…

小
作
制

と
小
作
法

時

外
隅

華
府

會
議

に
於
け

ろ
支
那
關

税
問
題

我
邦

の
瞥
業
視

を
論
ず

・

勢

働
保
険

に
關
す

る

一
考
察

・

読

苑

一
地
學
槻
肚
會

學
説

に
就
き

て

・

…

雑

録

、

独

逸

の
同

盟

罷

業

保

険

・

安
倍
韓
履

物
史
観
と
籐
剰
債
鎮

「
竹
丙
董

妻

高

論
』

法
學
博
士

法

畢

士

渋
墨
博
士

法
學
構
土

注
厚
博
士

注
學
博
士

綾
極
北

法
卑
情
士

縄
濟
學
士

渋

墨

士

法
華
博
士

刺1大

戸 廣

正 重

河 田 汐 小

田 島 見 川
郷

嗣 錦 三 太

郎

三

郎

錦

治

嗣

郎

重
.
雄

正

雄

山
本
美
越

乃

財

部

静

治

岡

崎

文

規

水

谷
長

三
郎

河

上

肇

』

㎝ 　一 直..」一 ■}一一 占

一.一一.

、一.一'..一一..一



説

苑

地
攣
親
肚
會
學
説

ド
就
き
て
(
二
)

第
十
四
巻

(第
四
號

=
一
.
西

)

七
二
六

百足

→・→b

ジ巳

地
學
観
就
會
學
説
に
就
き
て

(
】
ご

財

部

静

治

四

ネ

古
代
よ
b
近
世

へ
の
推

移
上
、
先

づ
問
題

は
惹

起

さ
る
、
遊

牧
生

活

の
諸
民
族

(亜
細
薯

は
、
如

何
に

し
て
土
着

状
態

(欧
羅
巴
)
に
遷

れ

る
か
、

こ
の
推

移

は
如

何
な

る
経
済
的
胱
會
的
結

果
を
、
生

め
る
か
ε
す

る
は
之
な
り
。

比

熱

に
っ
き
最
初

の
諸
型

は
、
過
渡
的
諸

型
な

り
。

ウ
ラ

ル
山
脈

に
そ

の
途

を
探
れ

る
は
、

孚
遊
牧
的

じd
霧
。算

常
コ
民

族
型
を
生

め
り
、
夫

れ

一
民
族

ご
し
て
、

カ

カ

も

ヵ

へ

も

ヤ

リ

も

へ

や

ヤ

セ

カ

ゆ

や

も

　

ぬ

ヘ

ミ

純
探
蒐
行
爲
よ
り
、
農
耕

に
遷

る

に
は
、
三
篠
件
を
必
要
ε
す
、
土
地
の
漏
潤
潤
澤
に
し
て
、
又
四
時
そ
の
状

カ

も

も

も

カ

コ

リ

カ

も

モ

も

も

呪
を
続

く
る

こ
電
、
土
着

の
生
活
を
送

る
こ

ε
は
之

な
り

、
こ
の

こ
ε
た

る
農
耕

の
初
期

を
考

察
す

る
際

、

一
民

雰

9

募

震

怒

・
劣

、忌
黍

襯

が

駅
あ
ゲ
、
罫

雰

薯

階
撃

害

、
謬

⊃
察

ゾ

硲

ぶ

e
・
下
暦
欝

階
馨

字

ひ
寡

・
翼
怯
す
・
が
た
め
に
総
崩

向
寒

る
、
實
蚤

献
蝋
颯
題
は

黍

審

ぺ
欝

κ
み

謬

・
弾
解

合

募

船
肘
薄

禦

、
謝

霧

簾

掌

ひ
ひ
多

妻

事

か
く
て
こ
常

卿
を
生
す
.、

〔
イ
)牧
畜

民
族
は
農

耕

に
遜

る
も
、

そ

の
初

め
は
全
員

之

に
當

る
こ
ε
な

し
、
(
ロ
ニ

旋Demolinr,hesgrandesroutesdespeuples.

social(Lesroutesdomondemoderne)・

Commentla・mitec・Eeletype



階
段

よ
b
他

の

一
階
段

に
遷
b
行

く
こ

ε
は
、
徐

々

に
し

て
又
漸
進
的

な
り
、
從
ひ

て
未

来

の
備

へ
あ

る
者

は
、

出
来

る
女

け
長
く
、
探
蒐

脛
濟

を
続

く

へ
し

ε
す

る

は
之
な
り

、
而

し

て
農
耕
が
唯

一
の
作
物

(草
)
に
限
ら

る

Σ

間

は
、
肚
會

瓶
態

は
極

め

て
軍
調
な

る
も
、

そ
の
農

耕
複
雑

ε
な
る
や

、
家
畜
を
世
話

し
又
之
を
利
用

す

る

の
必

要
上

、

一
層
複
雑

化

せ
る
肚
會

状
態
を
生
む

、
そ
の
状

態

の
基

づ
く
所

は
、
先

憂

ε
諸
能
力
及

諸
機
能

の
複
雑
化

ご
に
春
心
、

か
(

て
叉
天
幕

生
活

よ
り
、
土
着

の
小
屋

住
居

に
遷

都
こ
ざ
を
容
易
な
ら

し
む

、
唯

bコ
器
。穿
一お
口
民

族
型

に
あ
り
て
は
.
利
用

し
得

べ
き
土
地

ε
、
野
生

の
産
物

ε

に
餓
り

あ
り

、
勢

働
は
輕

易

に
し
て
、

叉
そ

の
轄

エ

の

も

し

し

る

ユ

ミ

コ

リ

へ

り

の

ヤ

へ

も

し

い

換
を
伴

へ
る
よ
b

、
右

の
推
移
を
難

か
ら
し

め
た

り
。
而

し
て
農
耕
行
爲

へ
の
推

移
は
、
所
有
権
制

に
そ
の
影
響

も

コ

ヤ

ヤ

へ

も

を
及
ぼ
す

べ
し
、
こ
は
耕
作
地

の
耕
耘
維
持
に
必
要
な
る
、
勢
働

か
自

か
ら
長
き
期
間
に
亘
る
の
、
事
情

に
相
慮

も

ヤ

も

す

へ
き
所

な

り
、
荷

も
各

個
人

ε
し
て
は
、

こ
の
仕

事

に
當
る
の
力
、
充

分
湿
り
得
ざ

る

へ
き
を

以
て
、
所

有
権

,

、

電

b
.
.

、

、

,、

、

、

、

b

、

は
家
族

別
に
分
配
せ
ら

る

へ
き
も
、
家
族

通
し
て
は

重
大

の
鍵
化

を
遂
げ
す
、
依

然

ぎ
し

て
家
長
制

型
を
維

持
す

唯

撒
機
能
(智
識
、
宗
教
に
亘
る
、ぎ

、
公
椛
力
に
聞
す
ろ
こ
ヒ
)
は
そ

の
以

外

の
分
子

に
締
す

。

吾
人

は
今
細
目

に
亘
り
て
、
詳
説
す

る
代

り

に
、

一
般

的
許
論

及
常

例
を
、
少

し
く
窺

ふ
ご
{

、

せ

ん

に

、

諸
民
族

は
之

に
よ
り
螢

ま

る
、
、
農
耕

の
種

類
如
何

に
よ
b
、

一
層
安
固

に
土

着
す

`
説

か
れ
た
り

、
帥

ち
敬
茂

族
及
遊

牧
民

族

に
め
b

て
臥
、
威
力

の
基

づ
く
所

、

一
首
領

の
人
身
的

威
勢

に
存
す
[る
も
、
農
耕

に
當

り
土

着

せ

ち

　

カ

も

ゆ

や

も

ぬ

　

　

カ

し

や

ぬ

リ

セ

し

も

ち

カ

も

へ

も

る
諸
民
族

に
あ
り
て
は
、

そ
の
民
族

の
威
椹

腰
展

の
土
豪

た
る
も

の
、
土
地
耕
作

の
進

歩
程

度
に
あ

り

(前
掲
書

一

六
五
頁
)
農
耕

の
股
穫

に
富

め
る
.
　
國

土
は
、

そ
の
農

耕

大

に
獲

展
す
る

か
た

め
に
、
始

め
て

工
産
的

ε
な

り
、
叉

回
し
く
農
耕

の
牧
穫

に
富

め
る

一
國
土

に
、

工
業

の
大
薮

達
あ

る
か
た

め
に
、
始

め
て
商
業
的

蓬
な

る
ざ
せ
ら

れ

設

苑

地
畢
観
肚
會
學
説
に
就
碁
て
(二
)

第
+
四
巻

(第
四
號

=
二
五
)

七
二
七

■



、

説

苑

地
畢
観
泄
會
畢
競
に
就
き
て
(二
)

笛
川十
四
巻

(第
四
號

=
二
六
)

七
二
八

〔同
=
八
八
貝
)
同

}
の
砒
曾
的
政

治
的

事
情
も

、
常
談

民
族

の
諸
観

念
及

諸
風
俗
如

何

に
よ
り
、
大

に
そ
の
影

響
を

異

に
す

べ
き
は
、

一
の
重
要
な

る
常
理

な
り

ε

(同
二

「
三
頁
)口せ
ら

れ
た

b
。

右

の
所

説
中
過
去

の
特
殊
事
實
解
種

土

に
あ
り

て
も
、

亦
綿

密
又
犀

利
な

る
も

の
あ

る
は
、
疑

を
容

れ
す

、
而

も
爺

客

思

罫

ゲ
・
塞

無
勢

塞

欝

鰍
婁

潔

簿

事

事

・
禦

蕎

審

馨

か
夢

み

も

も

ロ

ヤ

リ

カ

め

ヘ

ヤ

ヤ

カ

カ

も

サ

も

セ

ら

ヤ

ヤ

ヨ

た

ロ

も

カ

ヤ

カ

リ

も

へ

も

　

も

へ

も

も

ゐ

も

は
、
固
有

の

一
學

問

に
非
す

、
肚
會

學

の
部

分
研
究

叉
は
、

一
方
法

に
過

ぎ

さ
る

へ
き

こ
ε
、
眞

理
π

る
は

依
然

た

へ

π
り
、

か
N
る
も

の
ε
し

て
あ
ら
ゆ

る
胱
會

現
象

の
解
繹

を
授

《

べ
き
必
要

を
宿

せ
す

、
寧

ろ
自
然
的
外
園

`
直

接
關
係

あ
b
、
少

く

ざ
も
著

し
き
關

係
を
有
す

る
、
諸
仏肌
會
現
象

の
解

緯
に
、
限
ら

る

へ
し
。

つ

も

へ

も

や

ロ

マ

む

も

し

も

コ

も

も

ち

カ

ヤ

リ

∪
窪
6
ぎ
切
は

「精

興
開

化

の
獲
蓮
は
、
穀

作
の

一
直
接
結
果

な
り
」

(前
掲
書
六
八
頁
)
ε
主
張
し
、
引

い
て
文
政

ロ

ぬ

も

治
的
耽
會
的
及
宗
激
的
綱
紀
も
、
家
族
官
職

の
構
造
等
も
、
穀
作

に
よ
り
左
右
さ
る
ざ
し
陀
る
も
、
こ
は
明
か
に

ヘ

マ

し

も

も

あ

ね

し

っ

し

も

つ

誇
張
説

に
し
て
、
解
糧

簡

に
失

し
、
就

會

の
,複
雑

な

る
大
事
實

に
關
す

る
、
有
意

の
盲
目

を
宿
せ

り
、
右

の
所
説

上
兵

の
主
張

せ
る
か
如

き
關
聯

は
、
特

殊

の
庭
、
特

定

の
.塒

に

つ
き
、
實

調

さ
る

》
こ
ε
あ

る

へ
き
も
、
そ
の
關
聯

墜

は
相
斟
酌
叉
偶
然
的
な
る
を
以
て
、
絶
劃
的

に
之
を
説
く
を
得
す
。

.

さ
れ
ご
他

の

一
面
に
於
て
は
、
特
殊

の
激
常
例
叉
は

一
般
的
考
量
に
し
て
、
肚
會

地
理
の
研
究
に
よ
り
、
新
た

セ

に
實

讃

さ
れ
た
る
も

の
あ

る
を
見

る
、
假

令
は
二
「
富

の
切
望

ざ
精

撲

さ
れ
た

る
欲
望

の
充

足

ε
は

、
人

の
天
性

ε

し
て
備

は

る
こ
ε
な

し
」
ご
し

箭

掲
書

=

頁
)
或

は
「
所

有
権
秩
序

は
、貨

物

の
性

質

に
慮

し
て
熨
す

」
ε
荷

三
五
頁
)

説
け

る
か
如

き
は
撚

り
、
現
今

人
種
ご
言

ふ
場
合

、
最

早
生
理
學
的
意
義

に
よ
り
之
を
説

か
す
、

そ

の
血
統

の
み

に
着
眼

し

て
、
之
を
説

き
得

へ
し

だ

(同
三
五

一頁
)
せ

る
も

亦
撚
り
、
否
實

に
門
地

如

何
は
、
住
居
地

、
漱
養
育

、



職
業
、

そ

の
他

の
諸
肚
會

的
影
響

を

決
定
す

る
を

以

て
、
人
種

(寧
ろ
種
鍋
ε
す
る
方
適
切
な
ら
ん
)
ε
山百
ふ
場
合
、
前

記

の
肚

會
的
諸
影
響

よ
り
惹

起

さ
る

へ
き
、
諸
肚
會

事
情

の
全
艦
を
指
す

、
從
ひ

て
そ

は
始
耐
.を
共

同

に
せ
す

ε
も

現

は
れ
得

へ
き

一
肚

會
成

團

ε
す

へ
き
も

の
あ

b
。

ア
ヱい
ス

ヤ
リ
ぎ
ね
ヅ

シ

ユ

さ
れ

ご

U
Φ
日
。ぎ

切
は

そ

の
他

の
解

繹
上

、
確

か

め
ら

れ
た

る
事
實

の
前

に
屈
從

し

つ
」
、
帥
果
遡

因
的
研
究

法

を
遂

げ
た
り
、
芬

蘭
・人

は
そ
の
前

面

に
海
を
控

え

し

ょ
り
、
遠

く
進

出
し
得

さ
り

き
ε
説

き

(伺

一
一
七
頁
)
ヶ

ル

ト

ソ
民

族
は
不
精

な

り
し

農
耕
氏

ご
し
て
、
磐
石

の
勢
働

に
堪

へ
さ
b

し
ょ
り
、
そ

の
家

屋
は
木
材
を

以
て
建

て

.
ら

れ
π
り

ご
し
、

商

三
八
三
頁
)
ス
ガ

ソ
デ
ナ
ウ

ィ
ア
人
型

は
鮭
漁

に
當

る

へ
く
、
運
命

つ
け
ら

れ
た
り

(同
四
七
〇
頁
)

蓬
せ
る

か
如

ぎ
は
撚

り
.、

凡
て

か

N
る
解

糧
は
、
素

よ
り
幾

分

か
簡
単

に
過
ぎ

、
叉
奇
怪

に
聞

ゆ
る
に
拘
は
ち

す

假

b

に
そ

の
至
雷
文

は
蓋

然
性
を
承
認

し
て
も
、
他

の
事
例
上
同

一
.民

族

が
、

異

れ
る
地

域

に
就

く
際

、
叉
同

一

地

域

に
別

の
民
族

を

お
く
際
、
そ

の
面
目
を
大

に
異

に
す

へ
き
こ

ζ
を
、
示
す

に
困
難
を
告

げ

さ
ら

ん
。

　

し

も

も

ロ

ら

へ

も

要
す

る
に
極
め
て
適
切
に
説
か
れ
得

へ
し
、
完
全
に
し
て
遺
漏
な
き
解
糧
を
下
し
、
特
に
過
去

の
諸
影
響
ε
じ

あ

ね

も

も

ヘ

ロ

ロ

　

コ

ヤ

へ

ゆ

も

う

マ

リ

ら

も

ヘ

ヘ

ヤ

ヘ

コ

ロ

　

ヘ

ロ

う

り

コ

カ

　

じ

カ

を

モ

も

や

も

ら

て
、

一
肚
會
型
の
形
成
を
決
定
せ
る
も
の
を
尋
繹
.し
、
そ
の
批
會
型
は
叉
地
理
的
外
界

に
、
反
響
す
る
も
の
あ
る

へ

ぬ

カ

ら

い

も

も

し

を

、
究

む

る
の
必
要

を
威

せ
し
む

る
こ

ε
、

一
再

に
止

ま
ら
す

ご
、

か
く
地

理
的
外

界

は
、
人

の
螢
働
及
肚
曾

の

.影

響

に
よ
り

、
打
勝

た
ゐ

へ
き
を
以

て
、
そ
の
外

界

の
影

響
を
以
て
、
全
能

ε
す

へ
き
事
由

な
き

に
至

る
、
さ
れ

は
ε

て
甦
曾
地
理

に
よ
る
特

殊
の
解
糧

に
し

て
ギ

正

賞
叉
完

全
な
る
も

の
あ

り
得

へ
き
事
實

は
、
没

却
す

へ
き

に

非
す

、
假

令

は

Ω
巴
一一8

の
地

勢
人
を

し
て
、
勇

武

な
ら

し
む

る
も

の
め

る
か
如

き
、
肚

會
學

か
特

別
の
場
合

に

は
、
祉

會
地

理
に

よ
り
大

に
援
助

さ
れ
得

へ
き

こ
ε

を
承
認

せ
し
む
。

説

苑

地
學
親
肚
會
羅
説
に
就
き
て
(二
)

第
+
四
巻

(第
四
號

一
三
七
)

七
二
九

・

■



,

説

苑

地
學
親
愈
愈
學
説

に
就
き
て
(
二
)

五

第

†
四
巻

(
第
四
號

=
二
八
)

七
三
〇
.

U
。
ヨ
。
ぎ
ω

は
原
始
的
肚
會
形
態
、

古
代
及
班
世
の
諸
血
會
形
態
研
究
の
み
に
満
足
せ
す

、
跡現
在
の
諸
飛
禽
型

を
も
、
亦
解
繹
せ
ん
ε
し
陀
b
、
而
し
て
か
》
る
砒
會
地
理
的
研
究
の
唯

一
意
義

か
、
そ
の
貴
地
悉
用

に
存
せ
す

ε
す
る
も
、
そ
の
最
大
意
義
は
藪
に
存
す
る
を
以
て
、
今
吾
人
は
佛
蘭
西
の
南
部
及
中
部
に
於
け
る
、
現
代
佛
蘭

ネ

西
人

の
諸
砒

會
型

に
就

ぎ
、
か

玉
る
研
究

の
秩
序

あ

り
叉
完

全
な

る
慮
用
を
考
察
す

る
二
ご
＼
せ
ん
。

高
山

地
域

(
ピ
レ
ニガ
ス
山
脈
及
ア
ル
り

型
)
石
灰
高
原

地
域

(象
・四民
P口
及
四
。
。ω.智
.型
)

火
山

地
域

(〉
コ
<Φ.四
口.)
等
共

ヤ

リ

ち

ち

騙

せ
る
牧
民
地
帯
は
、
共
通
要
素
を
示
し
つ
Σ
鴇
原
野
か
山
上
に
あ
る
や
、
谷

に
あ
る
や
に
よ
り
、
種

々
の
憂
患

を
俘

ふ

へ
ぎ
、

一
系
列
の
砒
會
型
を
生
む
ビ
せ
ら
れ
、
か
く
て
原
野
の

一
大
常
例
ε
じ
て
、
立
足
せ
ら
れ
し
所

に

よ
る
に
、

「耕
作

さ
れ
π
る
部
分
は
、
私
有
財
産
た
る
も
、
由
[上
の
原
野
地
域
は
共
有
を
縮
…く
」
〔前
掲
警
七
頁
)
ご

説

か
る
、
而
し
て
牧
民
生
活
は
、
勢
働
及
所
有
物
の
共
同
を
促

し
、
引

い
て
又
之
に
家
長
制
家
族
型
を
伴
は
し
む

そ
の
結
果
は
個
性
、
精
力
及
自
獲
心
の
、
不
足
ε
な
b
て
現
は
る
、
そ
は
群
衆
移
住
の
上
に
も
亦
窺
は
れ
、
そ
の

移
住
に
は
馬
蹄
の
希
望
を
伸

ふ
、
そ
の
飼
畜
の
規
模
、
豊
富
及
特
殊
化
の
程
度
に
は
、
草
潤
澤
せ
る
や
不
足
せ
る

や
に
よ
転
、
天
草

の
品
質
如
何
に
よ
り
、
多
少

の
別
を
生
す
、
飼
畜
豊
富
な
る
所
に
て
は
、
そ
の
活
動
の
餓
力
を

注

い
で
、
商
業
に
當
ら
ん
ε
し
、
か
く
て
新
し
き
肚
會
的
特
質
を
生
む
、
從
ひ
て
か
》
る
獲
展
及
愛
遷

の
常
例

ε

し
て
、
立
足
せ
ら
れ
し
所

に
よ
る
に
、

「
商
業
の
才
に
立
脚
せ
る

》
言
興
唱
①
入
は
、
最
早
狐
疑
す
る
所
な
く
し

て
、
.牧
民
生
活
及
共
産
主
義
を
棄
て
、
そ
の
生
存
方
便
を
商
業
に
求
め
ん
ε
す
る
に
至
る
」
(同
穴
Q
頁
)
ご
せ
ら
る

Demollns,
cenlre.)

Le5frangaisd'乱nユourdhu1(上e,tNpessociauxdumidseしdu



マ

も

で

モ

も

も

へ

ち

も

エ

ヘ

へ

も

も

う

コ

し

し

コ

　

　

も

も

り

も

ヵ

ヤ

ち

へ

そ

の

結

果

ご

し

て

皿
必

要

に

駆

ら

る

ピ

す

へ
き

よ

り

も

、

商

業

精

神

に

駆

ら

る

ε

す

へ
き

、

大

移

住

を

見

る

に

至

る

。カ
ス
タ
二
王
レ

ワ
ィ
ン
レ
　
べ

粟

樹

及

胡

桃

樹

地

域

(n
曲.目
。
⊆
・一.、菊

。
.輯
。
.
・ご

橄

欖

樹

地

域

(
て
・
。
・
g

8

>

葡

萄

地

域

(」8
巨

曽

・,
・
昏

・
o
国
・
8
・q
コ
・
5

・
・冨

・q
富

。)

も

し

た

も

葡

萄
軍
純
探
蒐
地
域

(内
。.、、犀。)
等
共
属

せ

る
果
樹
地

帯

は

、
種

々
の
社

倉
型

を
示

す

も

、
大
禮

に
此
地

帯

の
砒

會
的
影
響

は
、
栗
樹

及
胡
桃
樹
地

域

の
就

會
的
影
響

に

、
可
な
り
同
様
な
り

、
而

も
亦
(
イ
)
栗
胡
桃
等

を
、

牧
穫
す

る
た

め
め

勢

働
は
、
格

別

の
力

叉
は
白
籤
・心
を
要

せ
ナ

、
叉

(
ロ
)そ

の
勢
働

は
生
活

及
利
害

の
共

同
を

、
助
長
す

へ
き
を
以

て
、
撚

り

ε
す

へ
き

も
の
め
り
、
即
ち
之

め

る
か
π

め
に
、
恰

も
公

有
椹
を
採
用

せ
る
も

の
は
兎
も
角

然

ら

さ
る
も

の
も
そ

の
所
有

権
概
念

可
な

り
錯
雑

せ
b

、
家
族

は
土
ハ産
主

義
的
機
…造
を
探

り
、
個
人
は
工
業
的
た

る

こ
ε
も

な
く
、
商
業
的
陀

る

こ
ピ
も
な

し
、
而

し
て

蔓
延

せ
す
。
而

し
て
日

光

に
浴
す

る
こ
ビ
多

き
地

域

に
あ

り
て
は
、
橄
欖
樹
生
茂

し
、

か
く
て

甲
9
δ
旨
8

人
型

を
生
す
、

そ
は
懶
惰

な

る
も
、
産
物
豊

富

に
し
て
ヌ
高
償

、

℃

、

▼

、

9

、

、

り

、

,

、

、

、

、

、

、

■

、

、

、

な

る
た

め
、

そ
の
商

業
能

力
は
啓
獲

せ
ら

る
。

一
般

に

果
樹

栽
培

は
、
人

な
る
勢
力
を
も

大
資
本

を
も
要

せ

さ
る

ヘ

へ

る

も

も

も

や

の

ヵ

も

モ

も

り

も

し

セ

の

め

ぬ

も

も

ヘ

へ

も

へ

う

も

を

も

カ

ヤ

　

セ

も

ヘ

ヤ

ヤ

ヤ

ヒ

を
以
て
、
小
経
管
の
嶽
達
を
促
し
、
文
勢
働
及
家
族

の
共
同
性
に
件
ひ
、
肚
交
及
公
共
生
活
を
樂
む
の
、
性
向
を

も

い

も

も

ヘ

コ

で

も

し

も

　

り

も

ち

あ

も

も

ヘ

ヤ

ヵ

リ

セ

ロ

カ

へ

も

も

へ

る

や

も

り

い

コ

コ

カ

も

ヤ

へ

延
ば
さ
し
む
、
實

に
南
國
人
は
公
共
生
活
を
以
て
、

一
種
の
家
族
生
活
観
し
、
国
家
は
萬
事
を
世
話
す
る
の
、
義

カ

い

し

も

ぬ

ヤ

　

み

り

し

へ

も

も

務
あ

る
か
の
如
く
信

ず

る
に
至
る
、

か
く

て

}
種

の
給

養
政

策
を
立

て
、
政
府

の
費
用
に

よ
り
、
萬

人
の
維
持
及

ワ
イ
ン
ス
ト
ヅ
ク

振
興
を
計
ら
し
む
る
.に
至
れ
り
、
叉
商
人
間

に
は
」
都
市
及
公
共
生
活

へ
の
籏
集
あ
り
、
葡
萄
樹

は
こ
の
地
域
に

も

マ

も

も

ロ

し

も

リ

コ

し

い

つ

　

も

ヵ

う

　

も

や

獲
見
ざ
る
、
の
み
な
ら
す
、
可
な
り
蔓
延

せ
り
、
然
る
に
此
果
樹
は
大
仕
掛
の
労
働
及
合
業
を
も
、
大
工
業
を
も

ち

ロ

も

も

ヤ

や

し

い

ロ

や

し

も

ぬ

も

へ

も

も

あ

も

も

う

も

へ

も

ち

つ

ロ

カ

　

し

ぬ

も

も

へ

わ

し

　

　

ち

獲
達

せ
し

め
す

、
小
面
積

の
地

域
内

に
て
も
、
豊

富
な

る
産

物

を
授

け
、
叉
個
別
栽
培
を
促
進

せ
し
む
、
從
ひ
て

説
.
苑

地
學
親
肚
會
學
説
に
就
§
て
(二
)

.第
十
四
巻

(第
四
號

=
二
九
)

七
=
二

9



「

翫

苑

地
學
観
融
會
畢
誠
に
戯
者
て
(
二
)

第
十
四
巻

〔第
四
號

「
四

〇
)

七
三
二

ひ
伽
聖
旋
臨
席
愛
慰
耐
い
・
諌
諍
Φ
胸
脚
衆
旋
⑳
紳
脚
健
配
列
散
慰
鋭
蛇

梁
欝
立
か
ゲ
・
か
ポ
P
囎
佛
響
拶
⑳

雰

肋
婁

じ
配

券

露

坐
稼

奮

£

・
聖
餐

聖

跡
、へ
の
僻
堅

、
算

的
誹

鷺

心
慰

ゼ

も

ら

も

も

へ

獲
達

せ
し
む
。
葡
萄
樹

は
民
族

の
蔓
延
に
は
不
利
な
b
、
精
力
ご
白
籤
心

ご
を
要
す

へ
き
、
複
雑
企
業
に
ε
り
て

も
亦
黙
り
、
さ
れ
ε
響
都
の
大
勢
及
奢
侈
に
は
助
勢
す
、
交
通
の
諸
候
件
困
難
な
る
地
方
に
あ
り
て
は
、
人
は
葡

萄
酒
よ
り
誉

を
製
造
す
る
に
至
る
・
そ
は
一
層
誌

に
塔

・
釜

磐

黎

霧

び

℃
、
杢

業
、
屡

カ

　

り

　

も

サ

リ

も

モ

も

ロ

　

ミ

　

し

あ

や

カ

園
外
移
住
、
自
鞍
心

へ
の
、
諸
傾
向
を
啓
獲
せ
し
む
。

り

ヵ

へ

し

ヘ

へ

も

も

ヤ

肉
ぎ
ロ
①
河

Ω
霞
o旨

Φ
河

ピ
葺
o

河
の
、流

域
を
包
容

せ

る
小
自
作
農
地
帯

は
、
他

の
諸
型

を
生
せ
し
む
、
平
地

は

ヤ

も

ヘ

マ

へ

し

コ

も

や

ヤ

小
農

に
よ
る
作
付

に
適
す
、
そ
の
資
源

の
複
雑
な

る
は
、
貧
困
な
る
小
農
民
に
利
便
な
れ
は
な
b
、
事
實
士
卒
地

は
あ
ら
ゆ
る
農
産
物
を
示
し
、
叉
夫
等
の
農
産
は
そ
の
住
民

に
、
振
り
向
け
ら
る
る
最
初

の
産
業
な
噸
、
而
し
て

　

り

り

　

ヘ

ヘ

ロ

も

も

う

　

レ

レ

し

り

も

コ

リ

マ

へ

も

り

ヤ

リ

　

も

河
川
の
流
れ
に
、
修
理
あ
る
や
否
や
は
、
諸
肚
會
型
の
綱
紀
に
影
響
す
る
所
あ
り
、
中
庸
地
帯
ε
呼
ひ
得

へ
き
地

域

に
て
は
、
他
の
諸
地
帯
の
飛
禽
的
躰
徴

を
幾
分
か
変
ゆ
、
之
を
交
ゆ
る
程
度
は
、
諸
關
係
上
是
等
諸
地
帯
に
親

近
す
る
程
度
に
よ
り
差
あ
り
、
か
く
て
土
地
耕
作
に
よ
り
肚
會
共
同
騰
に
及
ほ
さ
る
〉
、
影
響
の
常
例
亡
し
て
立

足
せ
ら

る
》
所
に
よ
る
に
、
(
1
〕牧
畜
民
只
は
自
然
物
探
蒐
民
に
件

へ
る
小
耕
作
は
、
天
産
の
草
又
は
作
物
の
、

摘
探
に
そ
の
端
を
襲
す
る
も
、
そ
は
共
同
小
耕
作

に
し
て
、
そ
の
共
同
性

は
耕
作
の
労
働
以
外
に
も
、
亦
保
持
せ
ら

る
ρ
(
2
)
狭
小
な
る
谷
間
は
、
共
同
小
耕
作
を
生
ま
す

し
て
、
寧

ろ
共
同
禮
を
破
砕
せ
し
む

へ
し
、
蓋
し
天
産
の

作
物
あ
る
も
、
大
面
積

の
土
地

一
面

に
亘
り
、
集
ま
り
て
之
あ
る
こ
`
な
き
を
以
て
、
民
衆
の
大
群
を
、
幾
多
の

ヤ

へ

も

も

へ

小
鮮

に
分
裂
せ
し
め
、
漸
次
箪
純
不
安
定
な
る
家
族
に
、
分
れ
し
む
」
玄

前
響

二
五
〇
頁
読

か
る
、
谷
に
あ
b
て



、
・

、

脚
か
P
が

歯
諭
津

∵

魯
沖
智
野
雑

が
募

P
・
船
酔
柚
健
脚
ヱ
ぶ

硬
働
砕
酔
止
じ
、
愛
肘
貯
伶
麗
ゴ

い
ぶ

勢
跡
追

い
獣

ひ
郵

婁

黎

P
・
縛
跡
射
み

粋
慧

雰

費
財
硲

愛
ε

茅

、
認

知
跡

謄
容

界

い
で
脱

慰

於
慾

ボ

奮

い
伶
推
誉

ボ
・
律

翼

需

所
存
溜
御
摩
抱
主
い
、
削
鯉
劉

も

も

り

り

　

し

も

も

ん

ヤ

も

リ

セ

則
等
を
必
要

ε
す

へ
け
れ
は
な
曲り
。

ヵ
地
主
耽
帯
は
河
川
流
域
た
る
、
前
地
帯
に
連
接
せ
る
、
谷
及
盆
地
地
域
を
包
括
す
、
山
は
水
及
風
の
影
響
を

受
け
、
之
に
樹
木
あ
る
も
そ
は
果
實
を
、
授
け
さ
る
も
の
Σ
み
な
り
、
從
ひ
て
そ
の
地
域
は
、
貧
困
懶
惰
な
る
民

ぬ

マ

も

り

衆

に
適

せ
す
、
從
ひ

て
古
羅

馬
人

ガ
リ

や
人
等

に
、
そ

の
起
原

を
贋

せ
る
大
地

主

制
は
起

る
、
薙

に
は
山

の
常

例

「

あ
る

の
み
、
即

ち
そ
は
大
農

制

の
獲
展

あ

る
ε
否

`

か
、
山

の
廣
狭

に
よ
り
左
右

さ
る
ε
、
す

へ
き

こ
ε
な
b
、

か
く

て
そ

の
地
主

に
よ
与
遺

棄

さ
れ
た
る
、
過
大

農
地

耕
作

の
た
め
、
民
衆

は
協

同
す

る
こ
ε

》
な

る
。

も

も

ら

し

も

セ

い

　

リ

ロ

　

じ

し

り

も

ド
き
舟
昌

の

共

同
耕

作
地
帯

は
花
崗
岩
層

の
高
卒
地

地
域
を
包
括

す
、
嘲(ゆ
..門騨・・
.。
人
型
)
諸
勢
働
形

態
獲

生

の
肚

も

も

る

　

ち

ハ

マ

ら

も

コ

も

も

し

も

う

も

も

も

へ

も

つ

會
的
常
例
上

、
.同

一
の
地
方
も
種

々

に
利
用

さ
る
に
至

る
ε
、
す

へ
き
も

の
あ
る

か
㍗
元
來
牧
畜
茂

た

る
に
適

し

た
る

切
「o
Po
器
旨

は
、
甲
o冨
唱
。
に
於

て
農
業
を
瞥

む

こ
.ξ
な

く
、
寧

ろ
牧
民

生
活
を
腰
達

せ
し

め
、

而
も

右
の

常

例

に
則
り

、
率

先
土

着
者

に
よ
り
、
最
初

に
採

用

せ
ら

れ
、
又

そ

の
棲

息

せ
る
地
方

の
特
質

如
何

に
よ
り

、■
定

ま
る

へ
き
諸
勢
働

方
法
を
採
用

せ
り
。

次

い
で
沿

海
地

方

た
る

か
た

め
に
、
漁
撈
及

商
業

の
獲
達

を
見

た
る

か
、

そ
は
軍
純

な

る
探
蒐
経

済
同
様
、
後
慮
Y心
欠
缺

を
促

し

だ
り
、
藪

に
は
公
有
及
閥
族

組
織
存

立

し
、
住
居

は
撒
黙

し

て
立

て
ら

れ
左
り
、
而
も
そ

は
土
地

か
公
領
π
り

、
儒
艮

は
之

に
止

ま
り
住
す

る
の
要

あ
り

ε
、

さ
れ
陀

る
土

　

も

し

や

カ

も

り

り

し

も

も

も

う

ヤ

も

も

地

か
痔
薄

な
b

し
た

め
に
撚
り
、

か

、
る
事
情

の
下
、

憂
鬱

に

し
て
空
想

に
耽

る
か
如

き
、
人

.旧
型

を
腰
達

せ
し

凱

苑

地
學
親
泄
會
學
設
ド
就
音
て
(一じ

第
十
四
巻

(第
四
號
」
四

一)

七
三
三



・

就

苑

地
學
観
肚
會
學
説
に
就
き
て
(二
)

第
十
四
巻

(第
四
號

}四
二
)

七
三
四

め
、
そ
は
心
を
熱
す

る

こ
ε
尠

き
、
簡
易

勢
働
を
好

み

、
智
能
的
冥

想

に
耽

る
の
性
向

を
、
習
得

せ
し
む

る
に
至

る
、

こ
の
肚
會

型

の
諸
基
本

元
素

ぽ

、
次

の
敷
學

的
公

式

に

よ
り
、
表
は

さ
れ
得

へ
し
。

潮
齢
激

画
羅

+
卦
掛

㊦
蝉

渾
騨
蒲

+
鐘

鵬

+
蕎
旨
蝸

潮

吋
書
♪

ひ
諮
罵
諏

謁
"
申
。
冨
げq
屍

〉
睦

し

り

う
　

ヵ

で

ヘ

ヘ

ヤ

も

つ

も

O
・ヨ
。
一同諾

に
よ
り
立

定

さ
れ
た

る
、
是
等

の
常

例

に

つ
き
て
は
、
既

に
吾
人

か
祉
會
地

理
に
よ
る
、
肚
會
墨
・説

も

も

コ

の
偏
頗

に
蜀
し
、
詳
論
せ
る
所
を
繰
返
す

の
外
な
し
。

も

う

う

し

　

う

　

ヵ

り

し

　

ヒ

も

ヘ

コ

リ

り

し

マ

わ

も

も

ロ

も

も

も

も

ヤ

う

も

ヤ

マ

も

ヤ

も

も

あ

　

そ
は
包
容
範
園
狭
き
、
特
別
事
例

に
關

し
、
中
に
は
未
だ
曾
て
事
實

`
し
て
、
現
は
れ
さ
り
し
も
の
も
間

々
存

ぬ

ヤ

　

ヵ

も

ヵ

ロ

コ

ロ

し

の

コ

ロ

ロ

へ

あ

ヨ

し

ロ

し

も

も

も

も

も

も

ゆ

ら

も

も

ヵ

ロ

し

ヘ

ロ

へ

し

や

し

ヵ

在
す
、
從
ひ
て
之
を
以
て
普
通
常
例
立
定

の
、
基
礎
た
ら
し
む
る
能
は
す
、
傾
直
あ
り
`
す

る
も
精
々
部
分
償
値

し

も

セ

リ

カ

　

も

も

セ

リ

も

り

ち

も

も

も

ロ

　

も

う

も

や

も

し

も

ロ

　

ロ

カ

し

ム

へ

も

も

ヘ

ロ

セ

　

エ

に
過
ぎ
す
、
略
言
す
れ
は
肚
曾
地
理
は
、
肚
會
的
数
特
殊
現
象
の
、
印
果
遡
因
釣
餌
繹

に
限
ら
れ
、
又
か
、
る
解

し

も

も

カ

ヵ

カ

へ

し

　

セ

カ

ゆ

も

へ

っ

う

　

ゆ

り

も

ぬ

し

マ

ヤ

ヤ

　

も

し

ロ

マ

ヵ

も

ロ

マ

へ

も

も

へ

も

カ

カ

繹

に
は
幾
多
の
不
備
鉄
.黙
を
宿
せ
り
、
凡
て
過
去
の

一
事
實
に
つ
き
、
多
少
巧
妙
な
る
解
繹
下
さ
れ
た
り

ε
す

る

で

も

も

し

　

　

ヤ

へ

ら

も

も

ヤ

ぬ

カ

ロ

マ

あ

ヘ

ヤ

コ

　

も

し

も

も

コ

コ

カ

し

も
、

そ
は
興
味
あ

る
に
拘

は
ら
す

、
學
問
的

に
あ
ら
す

、
叉
有
用

な

る
こ
ε
も
な

し
D

六

国
欝
。
「
は
そ
の
浦
識
及
明
敏
の
才
を
傾
注
し
、

肚
倉
地
理
的
學

風
叉
は
寧

ろ
氏
か
命
名
せ
る
如
く
、

人
交
地

ネ

マ

ヘ

ヤ

ヤ

へ

理
的
學
風
に
學
問
的
根
擦
を
築
か
ん
ε
し
、
完
全
に
し
て
基
本
的
な
る
、

一
撃
説
を
唱
道
し
、
そ
の
原
則

ご
し
て

サ

も

も

ロ

セ

も

へ

し

も

も

「
人

は
地

の

一
片

な
り
」

ご
説
け
b

、
人
の
研
究
は
土

地

ε
の
關
係

に
於

て
の
み
、
之
を
遂
げ
得

へ
く
、

か
く
て

叉
了

解

さ
れ
得

へ
し
、
差

し
耽
曾

の
組
成

員
は
、
・
土
地

に
よ
り

そ
の
地

に

お
か
れ
π

る
も

の
ε
し
て
、
存

在
す

る

な
く

ん
は

、
聯
絡

な
き
自
律
的
退
嬰

的
軍
位

に
過

ぎ
さ

る

へ
き
を
以

て
な

り
、
政

治
地
理

は
諸

国
諸

領
土

の
諸
事

Ratze1,PolitischeGeographicoderdieGeographicderStaaten,desVerkehi'su口d

dcrKr}eピes,MiincトelH87712.Au刊,【303本 書 及 以 下 引 用 す へ ・諸 書 書 中 、説 か れ た
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情

話
形
態

に

つ
き
、

そ
の
獲
展

の
常

例
を
究

め
、
叉

領
土

的
因
子

に
よ

る
肚

會

の
諸

元
素

、
並

に
そ
の
諸
機
能

を

左

右
す

へ
き
、
諸
候
件
を
究

む

へ
き
な
り
、
略
言
す

れ

は
そ

の
研
究
対

象
は
、
肚
會

生
活

上
境

域
的

に
、
現
は

れ

出

つ
る
も

の
ン
全
部
な
り

、
国
家

の
領
土
境
域

は
叉

合
衆

生
活

の
、
成

全
的

=
万
乗

を
な
す

、
國
家

ε
土
地

ε

の

関
係
は

二
重

な
b
、
即
ち

〔
イ

)地

上

の
廣
狭
不
同

な

一る

一
部

分
に
、
そ

の
勢

力

を
及

ぼ
し
、
次

に
(
ロ
)国
家
は

そ

の
間
親
疎

の
別

は
存

し
乍

ら
、
地

上

の
そ
の
部
分
に

よ
り
拘
表

せ
ら

る
、
假
令

は
土
地

に
よ
b
、
左
右

せ
ら

る

」

程

慶

に
多
少

の
別
あ

り
、
そ

の
佳

良

か
農
商
業
風
的

た

る
や

、
或

は
叉
軍
人
的
な

る
や

に
よ
り
、

二

つ
の
同

一
国

家
起
り

得
.へ
し
、
農
商
業
浅

酌
た

る
場
合
、
固
國

の
過
程

行
は
れ
、
軍

人
的

た

る
場
合

、
膨
脹

の
過

程
行

は
る
、

前

者

に
め
り

て
は
國
家
そ

の
も
の
を
、
主
た

る
動
作

力

ε
し
、
後
者

に
あ
り
て

は
耐
會

の
総

勢
を
以
て
黙

り
ε
す

前

者

に
は
農
業

的
開
化

あ

り
、
後

者

に
は

工
業
的
開

化
あ

り
、
さ
れ
ご
二
過
程

は
引

き
放

さ
れ

て
起
ら
す

、
絶

え

る

ゆ

ヵ

　

や

も

り

す
關
聯

し

つ
Σ

現
は

る

へ
し
は
、

氏

の
説
け

る
所
な

り
、

か
く
て

勾
卑
N色

は

肚

會
形
態

分
類

上

oり
℃
窪
8
「
同

も

も

セ

　

ミ

も

ヘ

カ

ロ

カ

　

ワ

た

い

ほ

リ

ロ

う

マ

も

や

も

へ

　

を

ね

　

る

り

も

様
産
業
的

開
化

及
軍
事
的
開
化

に
分

つ
の
結
果
を

、

他

の
仕
方

に
よ
b
翠

け
た
9b
。

土
地

よ
h
湧

き
出

つ

へ
き
、
肚
會
的
結

縄

に
二
種

あ
り

、
自
然

的
な

る
は

そ
の

一
な
り
、
領
土

は
個
人

を
結

束

せ
し

め
、
從
ひ

て
そ

の
土
地

孕
以

て
、
政
治
組
織

の

基
本

π
ら

し
む

る
の
、
傾
向
あ

る
は
之
な
り

、
精

神
的
な

る

は
そ

の
二
な
り
、
即

ち
物
質

的
計
　會
共
同
生
活

に
よ

り
、
左

右

さ
る

へ
き
共
通

の
諸
欲
望
、
諸

利
害

、
諦
理
想
あ

る

セ

へ

り

　

ロ

た

へ

コ

め

コ

も

セ

カ

リ

も

へ

で

ミ

ヤ

　

ゆ

ち

へ

も

も

ヤ

も

ロ

カ

も

も

も

は

之
な

り
、
從
ひ

て
領
土

は
有
力

な

る

一
因
子
た
り

、
肚
會

ε
し

て
之

・し
關

係
す

へ
き
、

一
領

土
を
備

へ
さ
る
、

も

へ

も

も

も

へ

も

や

も

も

も

も

も

「
就
會

は
全
く
考

ふ

へ
き

に
非
す

、
領
土

は
國
家

か
擦

り

て
以

て
存
立
す

へ
き
、
安

固

の
土
星

た
り

、
不
動
な
b

円
錐
も

、
進

歩

の
本

原
動
力

た
り

、
之

に
よ
り
国
民

精
神

の
醸
成

に
貢
献
す

る
も

、
衣

い
て
又
、

そ
の
精

神
は
領

親

苑

地
畢
親
肱
會
學
説
に
就
き
て
(二
)

第
十
四
奮

(第
四
號

一
四
三
)

七
三
五

.

r
9

L.



、

冗

読

苑

地
學
親
祉
會
學
説
に
就
毒
て
(二
)

第
十
四
巻

(第
四
號

一
四
四
)

七
三
六

土

に
反
慮

を
〃
ほ
し
、
之
を

そ

の
精
神

に
同
化

せ
し

め
、
又

そ

分
目
的

に
協

ふ
か
如
く
、
.像

ご
ら

ん
ご
努

む
、
而

し
て
諸
国
民

か
、

一
層

大
観

ざ
統

一
國

だ
ら

ん
こ
し

て
、
努

力
τ

る
に
至
ら

は
、
そ

の
領

土
の
境

界
を
喩
越
す

ヘ

へ

も

も

ち

た

セ

リ

た

へ

も

ち

り

り

し

し

し

し

も

ヤ

も

モ

モ

も

も

も

へ

や

ヵ

カ

も

も

も

も

し
、
か
く
諸

国
民

の
自
然
的
境

界

ご
、
そ

の
動
作
的

境

界

ε
の
間

に
不

一
致

め

る
は
、
進

歩

の

一
原
因
な
り

、

一

へ

も

や

ら

し

マ

ヤ

ら

し

も

ミ

国
民
は

一
　層
人
な
る
察
間

に
曲曼
延
掌

る

こ
ご
に
よ
り

、
分
化
を
進

む
れ
は

な
り
、
コ肛
會
【ε
領
土

ご
の
…關
係

は
、

一

へ

あ

セ

層
密
接

な
り

、
蓋

し
肚

曾

`
し
て
は
、
領

土
を
詮
索

す

る

こ
`
、

一
層
深

く
、
領
土

内

に

一
層

多
く

の
勢
力

を
貯

ロ

塾

し

し

セ

も

カ

も

コ

ロ

ロ

サ

ロ

噛

し

ロ

も

も

も

ヘ

ホ

へ
、
個
人
に

「
雇
夫

な
る
行
動
自
由
を
授
く
れ
は
な
り
、
唯
領
土
の
影

響
は
、
家
族

及
肚
會

の
歴
史
に
よ
る
よ
り

ら

も

り

も

で

へ

も

　

も

マ

ロ

ね

ち

し

も

も

や

ら

も
、
国

家
の
歴
史

に
よ
り
明
か

に
之
を
窺

は
し
む
、
蓋

し
國
家

は
そ
の
領

土

ご
、
密
接

に
纒
綿

せ
ら

れ
、
国

家

ご

し
て
そ

の
領
土

を
換

ゆ
る

こ
ご
、
.殆

ん
ざ
な
け
れ
は

な

り
、
語

群
、
家
族

、
地
方
自

治
騰

等
も
、
亦
好

し
自

主
的

カ

ら

カ

た

　

も

　

ヤ

も

も

へ

政
治
準

位
を
な

さ
す

ε
す

る
も

、「
地
、域

よ
b
引

き
放

さ
る

～
を

得
す
、
而

し

て
耐

會

ε
土
地

こ
の
關
係

は
、

二
要

　

り

あ

も

　

も

も

も

ぬ

う

も

し

も

セ

も

件
即
ち
住
居
及

麟
養

に
よ
り
左
右

せ
ら

る
、
遊
牧
民

ε
錐

も

、
土
地

に
よ
り
拘
束

せ
ら

る
、
差

し

そ
は
移
動
す

る

,,
こ
ご
、
土
着
民

よ
り
多

し

ご
難

も
、
常

に
同

一
の
場

所
.に
還
り
来

る
、
住
居
地

の
如

何
。
及

産
物
を
生
す

へ
き
、

境
域

の
廣

ざ
は
、
讐
養

の
種
類

(狩
猟
漁
撈
等
)
に
よ
り

決

せ
ら

る
、
凡
て
是
等

の
事
情

あ

る
π

め
、

そ
の
地

を
去
ら

す
、
之
を
固

守
す

る
を
利
益

ピ
す

へ
き
、
多
数
個
人

か
存

在
す

へ
き
、幽.土
地

は
叉
家
族
を
拘
束
す

、
諸

閥
族
結
合

す

る
に
よ
り
て
、
国
家
起
り
、

そ
の
国
家
は
絶

え
ず

そ
の
領
土
を
、
振
張

し
得

へ
き

こ
蓬
を
以

て
そ

の
特
色

ε
す

黎

齪

寒

志

俗

受

慧

聯
絡
ぜ
じ
翼

勘
、「
審

惣

b
、
・
れ
三

野

弊

ば
、
謬

璽

び

カ

　

も

し

へ

ヘ

マ

も

も

や

ヤ

マ

も

ヤ

も

ら

し

も

し

し

セ

セ

ロ

じ

　

ヘ

セ

ロ

　

カ

つ

ロ

コ

　

ロ

ロ

も

た

で

廣

さ
に
よ
り
、
測

る

へ
き
の
み
な

ら
す
、
又
肚

會

ε
領
土

ξ
の
關
係

に
よ
b
測

る

へ
く
、
此
關
係
は
國

尿

の
内

部

し

マ

ヤ

も

セ

も

げ

し

エ

構
造
に
も
亦
現
は
る
、
土
地
齊

一
に
分
配
さ
れ
な
は
、
民

王
制
起

る
へ
き
を
以
て
な
り
、
民
衆
ご
領
土

ご
の
關
係

DerStaatandseinBoden,geographishchbetrachtet.Raしzelh
Leipzig'76・



口

如

何

に
よ
b
、

個
人

ε
し
て
農
耕

に
よ
り

醗
存
す

る
梶

度
は
異
る

へ
く
、

残
鯨

の
人

々
問

に
は
他

の
種

の
勢
働

コ

ら

ロ

ヘ

へ

ゐ

あ

マ

つ

も

も

エ

ゐ

ぬ

(工
業
商
蕃

即
ち

U
Φ日
。
ぎ

・・
の
所
謂
補

充
的
産

業
類

起

る

へ
し
、
從

ひ
て

一
肚
會

の
組
織

は
、
土
地

に
よ
り
殿
密

　

い

リ

カ

も

ロ
へ

め

も

カ

も

ら

マ

へ

む

ロ

　

ヵ

コ

カ

も

マ

る

も

サ

ロ

る

も

も

　

リ

ミ

カ

マ

ヵ

も

ロ

ね

も

カ

ロ

に
左

右
せ
ら

る
、

そ
は
古

歴
史

誓
學

も
亦
認

識
せ

る
所

、
唯
進

歩
に
關
す

る
之

か
考
察

上
、
充

分
に
右
の
關

係
を

も

り

り

ら

セ

コ

め

も

ロ

ロ

も

ロ

へ

も
　

　

う

セ

う

へ

ろ

る

ら

も

も

コ

マ

も

ヵ

も

ヘ

ロ

ロ

ヘ

ロ

も

た

も

ヵ

ヵ

も

陶

ふ
こ
ε
な

か
り

き
、
事

實
よ
吾

人

は
獲
展

か
、
如

何

に
盆

々
人

な

る
室
間
内

に
て
、
遂
げ
ら

る

Σ
か
を
察

取
し

し

も

も

コ

コ

ロ

し

し

セ

し

し

た

　

カ

ロ

た

も

も

し

し

マ

ヘ

ヤ

も

も

へ

ぬ

し

も

へ

し

ヘ

ロ

ロ

し

や

し

も

し

得

へ
し
、
從

ひ
て
殿
展

か
益

々
そ
の
歩

を
、
高

め
行
く

こ
ε
は
明

か
な
b
、
進
歩

の
映

像
は
、
昇
b
行

く
螺
旋

然

ヘ

ミ

や

ヤ

も

　

ヵ

も

カ

も

も

し

も

し

モ

も

ち

し

も

も

も

も

も

も

し

で

も

へ

し

も

ロ

も

も

あ

ヘ

ヤ

ホ

な

り
、
そ
の
薦
裡

は
益

々
大

ε
な

る
、
界

害
す
れ

は
史

的
進

歩

の
大
原
動
力

は
、
領

土

の
振
大

に
あ
り
。

セ

マ

へ

も

も

や

ら

ほ

　

も

ち

あ

っ

も

い

も

も

も

ヨ

も

カ

ヘ

や

地
理
的
諸

因
子

の
機
能

は
、
第

一
に
地

方

に
よ
り
左

右

せ
ら

る
、
詳
言
す

れ
は

一
国

か
存
立

せ

る
場
所

ε
、
地

上

の
他

の
場
所

ε

の
諸

關
係

の
、
全

糧
に
よ
り
左
右

せ
ら

る
、
地

方

は
種

々
の
位

置
、
形
態
、
境
界

.
廣
狭

等

に

よ
り
得

へ
く
、
之

か
た
め

に
気
候

を
決
定
し
、
地

方

ε
地
方

ε

の
距
離

、
從

ひ
て
開
化

路
も
亦
之

に
よ
り
左

右
せ

ロ

つ

あ

ち

も

ら

る
、
そ
の
地

方

か
中
央

(大
陸
の
内
部
)
に
あ

る
や

、
周

園

(温
海
)
に
め

る
や
も
重
要

な
り
ひ

次
.に
回

し
機
能

は
、

も

ヘ

へ

も

も

ち

ヤ

ヘ

カ

も

い

も

へ

室
圖

の
廣

挾
に
よ
り
左

右
せ
ら

る
、
大

室
闘
叉
は

小
室
間

を
、
有
す

る
の
可
能

は
、
位

置
中
部

に
あ

る
や
、
周

圏

り

つ

も

や

ヘ

ヘ

コ

も

も

り

も

し

モ

も

も

も

セ

も

も

ヤ

ヘ

ヘ

へ

あ

し

カ

も

も

に
あ

る
や
に
よ
り
左

右
せ
ら
る
、
境

域
人
な

る
は
、
肚

會

に
及

ぼ
す

.心
的
肚

會
的
影
響

あ
る
に
よ
り
、
重

ん
ず

へ

じ
、

か
≧

國

の
肚
會

は
大
に
し

て
、
雑
種

性
の
諸
元

素

に
富

み
、

諸
自

然
力

(丘
陵
、
平
地
・
水
流
等
こ

も
亦
富

め

ロ

あ

へ

も

へ

　

ヨ

ヒ

つ

ヵ

も

も

も

う

マ

へ

　

カ

カ

コ

ユ

し

も

し

み

ら

も

も

セ

も

も

ヤ

ミ

も

い

あ

も

も

あ

う
、
地
方
か
割
合

起
内
部
に
存
す
る
亡
き
は
、
親

和
力
及
抵
抗
力
も
大
な
り
、

一
砒
會

の
古
む
る
地
域
の
大
小
に

へ

ら

も

ヘ

マ

を

ロ

や

し

も

ヵ

ち

ら

　

や

も

モ

し

へ

う

よ
b

、
民
族
及

個
人
の
精

淋
的

際

涯

に
も
廣
挾

の
別
あ

り
、
大
楯

な

る
大

事
業

を
、
解

し
得

る
か
た

め
に
は
凸

一

大
地
域

に
住
し
、
之

に
相

當

せ
る
観

念
を
有
す

る
の
要

あ
り
.
境

域
及

そ
の
中

に
お
か
れ
花
る
地
方

観
念

に
、
心

お

ネ

的

大

意

義

あ

る

こ

ご

は

Z
o
く
団。
o
、≧

に

よ

め

て

も

亦

説

き

出

さ

れ

π

り

、

さ

れ

ご

小

國

も

亦

そ

の

喪

衝

を

肩

す

、

蔵

苑

地
學
観
杜
會
畢
読

に
就
き
て
(
二
}
・-

齢
十
四
懲

〔第
四
號

一
四
五
)

七
三
七

r

. xRatzel,1.eSol,lasoci&e,1'E吐at,Ann6esociolog.III.
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就

苑
.

地
畢
槻
肚
會
學
誹
r
就
き
て
(
ニ
ゾ
.

筑
土
叫
巻

(錦
町
號

角

き

七
三
ん

生
存

の
熱

度

に
富

み
、
耐

食
的
行
動

に
敏
速

な
り
.

た

め
に
大
進
歩
侍

に
精

帥
的
大
進
歩

を
、
容
易

に
遂

げ
得

～

ロ

ネ

へ

さ

も

し

も

マ

も

し

ヘ

コ

マ

も

へ

て

あ

モ

ヤ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

き
は
之

な
り

(希
臘
、
羅
馬
、
及
現
時
の
大
剛
化
郡
市
)

入

衣
地

理
は
叉
人

々
か
、
地
上

に
分
布

さ
る

へ
き
、
様

々
の
住

う

も

た

コ

ぬ

ヘ

エ

も

方
を
決
定
せ

ん
ε
す

、
比
熱

に

つ
き
三
種

の
問

越

は
起

る
(
イ
)
人

々
は
如
何

に
し
て
、
分
別

叉
彙
類

せ
ら

る
》
か

(土
俗
的
群
、
国
民
的
群
、
言
語
的
群
、
宗
教
的
群
X

ロ
)
足
算
・の
移
動
及

分
配
の
、
常

例
は
何

た

る
か
(
ハ
)
自
然
的

環
境

〔氣
候

動
献
物
)
の
個
人

に
及

ぼ
す

、
影

響
は
何

だ
る
か

ご
す

る
は
之
な

り
、
就

中
初

め
の
二
問

題

は
、
元
來

重
要

な
り
、

土
地

の
諦
特
質

に
よ
り
、
決

定

さ
る

へ
き
移

住

に
關

す

る

】
學

理
は
、
是
等

の
常

例

に
よ

り
立

て
ら

る

へ
し
、

か

く
て
人

女
地

理
は
、
夫

等

の
合
衆
的
移
動

か
、
何
よ

り
成

る
か
、

そ
は
如

何
な

る
形
態
を
示
す

か
、
そ
は
如

何
な

る
組

織

か
(特
定
目
的
な
有
す
ろ
移
住
、
無
意
識
移
箕

團
衆
移
住
、
個
別
的
移
住
等
)
等

、
凡
て
之
を
決
定
す

る
の
要

め
り
、
是
等

の
移

住
は
之

ご
關
係

あ
る
、
地

理
的

諸
因
子
如

何

に
よ
り

、
種

々
に
決

定

せ
ら

る
、
即

ち

(
イ
)
位
置

羅

.
の
仕
方
.ト

　

ネ

よ
う
移
住
及
そ
の
方
面
な
決
す
)
(
ロ
)
限
界

(移
住
の
閃
た
る
よ
り
も
寧
ろ
影
響
)
ヘ
ハ
)土
地

の
衰

而
等
は
黙
り
、
就
中
最
終

因
子

は
移
住

に
作

ひ
得

へ
き
、
諸
影

響

の
た

め
最
も
重
要

な
り
、
蓋

し
土
地

の
自

然

に
よ
b
、

授
け
ら

る

》
交
通

路
如

何

に
よ
り
、
入

口
`
開
化

叉
は
野
鍵

こ
の

一
流
れ
は

、
地
上

の
他

の
諸

黙

に
向
け

ら
れ
す

、
寧

ろ

　
地

熱

に
注

か

る
れ
は
な
り
、

か
く

て
催
合

は
欧
羅
巴

は
、
大

に
相

違

し

又
そ
の
開
化

を
異

に
せ
る
、
二
大
地
帯

を
有
す

、
南
欧

.

奮

誕

鑓

域
皮

中
欧
は
之
な
り
、
是
等
二
地
帯
中
最
初
の
も
の
は
、
小
亜
細
亜
及
北
阿

の
開
化
に
近

か
り
し
よ

り
、
之

か
影

響
を
受
け

、
迅
速

に
し
て
叉
驚

く

へ
き

、
前

進
を
示

せ
b

、
後
者

は
孤

立
し
、
叉
酸
峻

な

る
気
候

を

件

へ
る
よ
り
、
人
口

の
集
中

に
利
な
ら

さ
り
き
、
さ

れ

蓬
次

い
て
氣
候

　
届

出
和

ご
な

り
、
亜
細

亜

ご
の
自
然
的

.

障
壁

も
開
化

の
π

め
に
緩
痴
.さ

れ
し
ょ
b
、
大
年

増
及
大
草

原
を
有

せ
る
中

欧
は
、亜

細
亜
遊

牧
氏
族

の
侵

入
を
惹

+Rat乙 じ1,r、01iti5cl二 じ(.a.εLPllic.
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ホ

へ

う

起

し

左
り
.
境
界

は

二
大
動
衝
突

の
結

果

㌻
り
、

一
図

氏

膨
脹

の

大
動

ご
、

他

国
民
及

び

自

然
的

環
境

(沙
漠
、

太
洋
、
…品
山
寺
)
に
よ
る
、
反

劃
及
抵
抗

・こ
は

之
な
り
、
境

界

は
肚

會
の
鍵
濫

を
反
映

せ
し
む

へ
き
、
周

囲

の

一
器
官

な

り
、
そ

の
膨
脹
力
及
抵
抗

力

の
如

何

に
よ
り
、
或

ば
進

出

し
或
は
縮
少
す

、
之

か
た

め
に
叉
防
備

、
商

業
等

に

叢

お
眠

島
、
薫

も
他
の
諸
機
能
を
有
す
、
警

す
れ
姦

思

郷

墨

書

、
慰

釜

澤

、
謬

モ

へ

も

や

し

コ

　

あ

た

　

い
　
　

ロ

　

も

も

マ

セ

も

ぬ

モ

ヘ

へ

あ

へ

も

ヘ

へ

　

ぬ

も

も

し

ヘ

ヘ

モ

も

つ

し

ち

も

カ

な

る

一
開
化

方
便

な
b
。

地

は
合
衆

生
活

の
基
本
元

素
な

り
、
從

ひ

て
室
問
櫃

張
の
努

力

は
、
あ
ら

ゆ
る
敵
治

ら

ゆ

や

も

ユ

も

し

り

ヵ

へ

る

的
活
動

の
目
的
及

原
動
力
な

り
、
海

洋
は
人
聞

か
自
由

に
行

動

し
得

へ
き
、

　
穴
塞
問

た

る
の
み
な
ら

で
、、
之

に

よ

れ
ば
諸
大

陸

へ
も
亦

入
込

む
を
得

へ
し
、
故

に
海
洋

は
歴

史
上
、

一
大

任
務

を
蓋
し
た

り
、
大

な

る
開
化
階

段

は
惹
く
、

一
層

大
な
る
新

海
洋

の
侵

鱗
に
よ
り
表
徴

せ

ら
る
、
海

権

力
は
海
洋

に
獲
達

す
る
も

、
そ

の
動

作

の
基

礎

及
そ

の
出
校
黙

は
、
之
を
陸
地

に
お
く
、
か
く

て
そ

の
権
力

は
、
清
祥

に
よ
り

限
定

せ
ら
れ
、
叉

之

に
よ
り
入

込

ま

れ
得

へ
き
、
諸

国
⊥
の
形
態
如

何
に
よ
り
決

せ
ら

る
、
藪

に
も
亦
最
小
抵
抗

の
法
則
は
行
は

る
、
次

に
又
特

殊

民
族

の
精

鱒
的
構
造

は
、
是

等
自

然
峰
件

よ
し
獲

生
す

、
海
洋

の
無
限

大
な

る
や
、
歌

治
的
眼
界

を
搬

入
せ
し

め
、
領

土
裾
張
倣
を
粛
進

せ
し
む
。

セ

へ

り

マ

ロ

ゆ

へ

も

り

ヘ

へ

う

も

ね

ロ

あ

ろ

ヘ

ヘ

ヤ

リ

ヘ

マ

右
は

費

謹

に

よ
る
學

説

の
硬

枇

な

る
か
、
そ

の
国
家
親

ば
偏

頗

な
り
、
観

想
せ
ら

る

・
国
家

は
、
侵

略
國

へ

ち

う

ヘ

モ

ヘ

リ

も

し

お

も

ヘ

ロ
　

ち

ロ

ヤ

ロ

リ

ゐ

も

お

セ

ら

ヘ

カ

で

つ

ロ

を

ロ

セ

へ

し

や

ち

ヵ

へ

あ

モ

へ

な

り
、

さ
れ

`
現

今
脳

家
ば

、
最
早

か

・
る
も

の

こ
せ

ら

る

＼
な
-し
.、
文
金
肚
食

生
活

ば
歌
治
的
生

現
の
み

に
よ

き

し

ぼ
　

　

し

わ
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